
事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

単位
R04年度
実績値

R02年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

庁舎維持管理事業 資産活用課担当課名事業名

項目／年度

庁舎の適正な維持・管理を図るため

庁舎維持管理に必要な法定・その他業務を専門業者に委託する。

　（事業概要等）

備考
R03

（決算額）
R04

(決算見込額）

111,949

135,988127,673111,949うち市負担分（千円）

②
施設の長寿命化・適切な維持保全の
推進

⑦健全な行財政と都市経営
に基づく市民サービス

③公共施設

NO

　　　事業費総額（千円）　 97,208 127,673

R05
(予算額）

135,988

機能面、安全面において引き続き適正な維持管理が必要である。

R02
(決算額）

R3年度からの
改善点

(指標を設定できない理由）

庁舎管理委託業務を個別発注から総合管理委託業務として一元化することで、各業務間の情
報共有や連携により効率的な管理運営が行われた。

駐車場パーキングシステム更新に伴いオペレーションサービスを付加し、また電話自動音声アナウンス自動録
音機能を導入したことで市民サービスの向上が図られた。

第4次総合計画
の位置づけ

97,208

施策の展開方向政策名 基本施策名

改革・改善
策等の具体
的内容

R4年度における
課題（問題点）

A　現行どおり

庁舎維持管理事業について、適切な庁舎を維持し、市民サービスが迅速に行えるよう、そのサービス向上を図
る事業であり、それを数値化するのは困難であるため。

担当課の評価

（成果の概要）

R05年度
目標値

R03年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

R4年度における
課題（問題点）

空調設備更新までは、既存設備を使用するため老朽化による故障が深刻である。

担当課の評価 A　現行どおり 機能面、安全面において引き続き適正な維持管理が必要である。

改革・改善
策等の具体
的内容

(指標を設定できない理由）

庁舎施設整備事業については、老朽化した部分についての補修及び設備更新を行う事業であり、それを数値化
するのは困難であるため。
（成果の概要）

施設の老朽化した部分の補修・交換を行った。また、会議室を災害対策対応など多機能化を図るために机や椅
子、パーティションなど購入した。

R3年度からの
改善点

経年劣化が著しい空調設備更新に着手した。

R05年度
目標値

85,456 186,084

事業実績(活動指標）・成果（成果指標） 単位
R02年度
実績値

R03年度
実績値

R04年度
実績値

　　　事業費総額（千円）　 6,281 26,435 85,456 186,084

うち市負担分（千円） 6,281 26,435

　（事業概要等）

市庁舎の老朽化著しい設備更新、また利用者の安全及び利用環境の充実を図る。

項目／年度
R02

(決算額）
R03

（決算額）
R04

(決算見込額）
R05

(予算額）
備考

事業名 庁舎施設整備事業 担当課名 資産活用課

　（事業の目的・趣旨）

市民サービスが円滑に行えるよう、適正に庁舎施設整備を行う。

第4次総合計画
の位置づけ

政策名 基本施策名 NO 施策の展開方向

⑦健全な行財政と都市経営
に基づく市民サービス

③公共施設 ②
施設の長寿命化・適切な維持保全の
推進


